
令和５年度社会を明るくする運動 

新洞、川東 ミニ集会 
 

 



日時：令和５年７月１５日（土）１８時３０分～ ２０時００分 

場所：元新洞小学校第２会議室 

メインテーマ 「犯罪被害者と更生保護」 

第１夜 「平凡な家族から突き落とされたあの日、、、」 

講師：信ヶ原雅文氏 檀王法林寺住職 

中江 美則 氏 法人ルミナ理事長 

２０１２年４月２３日に起こった亀岡集団登校交通事件の被害者遺族である

中江氏と、同４月１２日に起こった祇園暴走事故の法要を毎年続けておられる

信ヶ原住職の講演と対談。 

 パワーポイントによる事故の振り返りと、現在に至るまでのお二人の活動を

紹介。 

 亀岡集団登校交通事件の悲惨極まりない事故に加え、情報漏洩、根拠のな

いネットによる誹謗中傷、嫌がらせという二重三重 の苦しみを受ける中、自分

と同じような苦しみ、悲しみ、憤りを持つ人が生まれないように、加害者を作ら

ない＝更生保護の活動も進められている。 

 信ヶ原住職は保護司という更生保護の活動に加え、祇園暴走事故の法要を

勤められ、その法要には保育園の年長組を参加させ「大人になったら優しい運

転をする人になるんだよ」と語りかけている。 

 犠牲になった方を法要することで事故を風化させない。 

 語り継ぐことで二度と悲惨な事故が起こらないように、と祈っている。 

 共通したお二人の思いが参加者の皆様の心に届いた様子であった。 

 少年法改正について、どう感じているか？という会場からの質問も出た。 

 また、ネットによる第二次被害に対しても許せないし、我々が慎重に対処して

いかねばならない問題、との意見もあった。 

参加者合計３８名 内保護司１１名（信ヶ原雅文、中井京子、三品美紀、川見

善孝、鈴木美智子、村上ますみ、佐伯知彦、堀内寛昭、佐藤恭子、澤田清人、

中林五月） 

関係団体名とその人数 

左京南地区更生保護女性会５名、新洞女性会１２名、新洞体振、民生、仏教

会、消防分団６名 

NPO法人ルミナ２名一般２名 

 


